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平成27年11月野田市教育委員会会議録 

◇日  時 平成27年11月25日（水）午後１時30分開会 午後2時閉会 

◇場  所 野田市市役所 本庁舎 低層棟４階 委員会室 

◇出席委員 東條三枝子教育長 高橋保教育委員 伊藤稔教育委員 永瀬大教育委員 

◇説明職員 釜田正雄生涯学習部長 杉山一男生涯学習部次長（兼）教育総務課長 伊藤公夫

社会教育課長 横島司社会体育課長 上原定夫青少年課長 相島一美文化センタ

ー長 寺田幸生興風図書館長 長谷川昌男学校教育部長 桑原辰夫学校教育部次

長（兼）指導課長 長妻美孝学校教育部参事（兼）学校教育課長   

 

◇書  記 松田隆教育総務課長補佐 

 

◇付議事件 

   （１）野田市国及び県指定等文化財保存事業補助金交付規則の制定について 

   （２）野田市教育委員会職員の処分について 

 

◇教育長の報告事項 

・教育総務課 

   （１）野田市教育大綱の策定について 

   （２）耐震改修工事の進捗状況について 

・社会体育課 

   （１）第29回野田市民駅伝競走大会の結果について 

   （２）総合公園陸上競技場改修工事について 

・青少年課 

   （１）野田市少年野球教室の開催について 

   （２）オープンサタデークラブでバドミントンを通して子どもたちが国際交流 

・学校教育課 

   （１）野田市通学区域審議会の開催結果について 

・指導課 

   （１）第２回いじめ実態調査について 

   （２）第44回自転車の正しい乗り方コンテストについて 



 

 

 

2 

◎東條教育長 

   ただいまから、平成27年11月教育委員会定例会を開会いたします。 

   傍聴人はいないということでよろしいですね。 

   本日は、飯田委員がご欠席でございますので、報告させていただきます。なお、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第14条第３項の規定により、会議は成立しております。 

   それでは、会議を始めます。 

   本日の会議録署名委員を永瀬委員にお願いいたします。 

   会議録承認の件に入ります。 

   平成27年10月臨時会及び10月定例会の会議録についてご確認をお願いいたします。 

   ご異議ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

◎全委員 

（異議なし） 

◎東條教育長 

   では、ご異議なしと認めまして、平成27年10月臨時会及び10月定例会の会議録につきま

しては、承認をいたします。 

   議案審議に入ります前に、本日、議案第２号 野田市教育委員会職員の処分についてが

追加議案として提出されました。本日の議案として追加してよろしいでございましょうか。 

◎全委員 

（異議なし） 

◎東條教育長 

   なお、本日の議案第２号 野田市教育委員会職員の処分についてでございますが、個人

情報が含まれる案件となりますので、非公開で会議を進めることとしたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

◎全委員 

（異議なし） 

◎東條教育長 

   では、ご異議がございませんので、議案第２号につきましては非公開の議題といたしま

す。 

   なお、会議の進行上、議案第１号を審議した後、教育長の報告事項終了後に議案第２号

を審議することにいたします。 

   それでは、議案審議に入ります。 

   議案第１号を議題といたします。 

   （書記議案朗読） 

◎東條教育長 

   では、事務局から説明をお願いします。 

   社会教育課長。 

◎伊藤社会教育課長 

   議案第１号 野田市国及び県指定等文化財保存事業補助金交付規則の制定についてご説

明申し上げます。 

   本案は、本市の区域内に所在する国の指定または登録文化財及び千葉県の指定を受けた

文化財の所有者等に対し、その保存に要する経費の一部を補助することにより、国及び県

指定等文化財の適正な保存及び活用を図り、もって国及び県指定等文化財の保護の充実に

資するため、補助金交付規則を新たに制定しようとするものでございます。 
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   主な制定内容は、補助金の対象となる事業の区分、補助対象経費及び補助金の額を規定

するものであります。 

   国の指定等文化財の保存事業は、文化庁長官が補助金の交付の対象として認定した経費

を対象とし、市の補助金の額は補助対象経費の８分の１以内の額とするものであります。 

   また、県の指定文化財の保存事業は、千葉県教育委員会が補助金の交付の対象として認

定した経費を対象とし、市の補助金の額は補助対象経費の４分の１以内の額とするもので

あります。 

   なお、施行期日につきましては、公布の日から施行し、平成27年度分の補助金から適用

しようとするものでございます。 

   よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

◎東條教育長 

   ただいまの件について、質問等ございますでしょうか。 

   高橋委員。 

◎高橋委員 

   １点だけ質問させていただきたいと思いますが、今お話聞いていると、新規の事業かな

というふうに思ったんですが、まずその点を確認をさせていただきながら、国や県からも

補助金が出て、その何分の１かの範囲内で野田市もさらに補助しますということで、非常

に私はいいと思います。いいと思うんですが、何で今この時期にこういう補助金の規則が

出てきたのか、その辺のところを教えていただければ。 

◎東條教育長 

   社会教育課長。 

◎伊藤社会教育課長 

   まず、ちょっと順番逆になりますが、なぜ今この時期というところからお話をさせてい

ただきたいと思います。 

   実は、今年度、国の名勝であります髙梨氏庭園の保存事業が出ております。内容といた

しましては、雪害で枯れた松の木の植えかえになります。これに対して補助金を交付しよ

うとするものです。 

   今までこの手の事業に対し、この手の事業といいますか、この事業で過去に平成10年と

12年に、同じく県指定の時代ですが、髙梨氏庭園の整備事業を行っておりまして、補助金

を出しております。ただ、このときは、市の補助金交付規則の読みかえという中で行って

おりました。先ほどお話になりました国及び県の随伴補助という中で、補助率が、国の事

業の場合、国が２分の１、県が４分の１、市が８分の１以内というのがあって、また、県

の補助金の場合は、県が２分の１、市が４分の１というのがあったのですが、その額につ

いて明確な規則が制定されておりませんでした。今回、この髙梨氏の補助事業をするに当

たって、この規則を明確化しておきたい、そういうふうなことで、今回提案をさせていた

だいております。 

   以上です。 

◎高橋委員 

   ありがとうございました。 

◎東條教育長 

   よろしいでございましょうか。 

◎高橋委員 

   はい。 
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◎東條教育長 

   他にいかがでしょうか。 

   伊藤委員。 

◎伊藤委員 

   どうもありがとうございました。 

   文化財の保護というのは、教育委員会のいろんな役割だと思うんですけれども、これ対

象はどのくらい、規則の制定に伴い、施設の数とはどのくらい。 

◎東條教育長 

   社会教育課長。 

◎伊藤社会教育課長 

   まず、国の指定または登録を受けた文化財なんですけれども、市の場合ですが、国の指

定文化財として特別天然記念物のコウノトリ、それから重要文化財の旧花野井家住宅、そ

れから史跡の山崎貝塚、名勝の髙梨氏庭園の４件、登録文化財といたしまして、市民会館、

旧茂木佐平治家住宅ですね、あと興風会館、枡田家住宅、戸邉五右衛門家住宅、懐石あた

宕店舗、茂木本家住宅のおのおの母屋ですとか塀ですとかで28件あります。県の指定文化

財につきましては、史跡の山崎貝塚、無形民俗文化財のばっぱか獅子舞、三ツ堀のどろ祭、

野田のつく舞、有形文化財の木造伝親鸞聖人坐像、木造阿弥陀如来坐像、絹本著色釈迦涅

槃図、愛宕神社本殿、刺繍釈迦涅槃図、９件、以上、国、県合わせて41件ございます。 

   以上です。 

◎伊藤委員 

   どうもありがとうございました。 

◎東條教育長 

   他にご質問いかがでしょうか。 

   無いようでございますので、議案第１号についてお諮りいたします。 

   議案第１号について、原案のとおり可決することにご異議ございませんでしょうか。 

◎全委員 

（異議なし） 

◎東條教育長 

   ご異議なしと認めます。 

   よって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

   次に、教育長の報告事項に入ります。 

   報告事項に対する質問につきましては、報告事項説明終了後に一括して質問をお受けし

たいと思います。 

   それでは、最初に教育総務課からお願いいたします。 

   教育総務課長。 

◎杉山教育総務課長 

   まず初めに、野田市教育大綱の策定についてご報告申し上げます。 

   先の総合教育会議におきまして案の決定をいただきました野田市教育大綱でございます

が、事務手続が済みまして、10月30日付けもって決定、策定とさせていただきましたので

報告いたします。 

   なお、今後につきましては、12月15日の野田市報に策定の報告、それから12月議会に策

定したという報告と、議員の皆様には教育大綱を配付する予定でございます。 

   その他、ホームページにつきましては、市民意見の反映結果についての報告をさせてい
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ただく予定でございます。 

   続きまして、耐震改修工事の進捗状況についてご報告申し上げます。 

   追加資料で失礼させていただいておりますが、11月追加の報告というところ、カラーの

宮崎小学校の進捗状況の写真が掲載しているものが資料となります。 

   学校の耐震補強工事につきましては、校舎３棟より体育館４棟、合計７棟の工事を進め

てきましたが、そのうち、二川小学校校舎より関宿中学校格技場が予定工期である10月26

日までに完成しました。また、６月の定例会で議決をいただきました清水台小学校体育館、

また岩木小学校体育館、柳沢小学校体育館、合計３棟につきましては、11月30日までに完

成する予定でございます。現在施工中の木間ヶ瀬小学校校舎は12月21日、中央小学校記念

館は来年の１月25日の工事期限内完成を目指して進めております。宮崎小学校教室の一部

改築工事につきましては、来年３月15日の工事期限内完成を目指し、現在仮設校舎の解体

準備を進めておりますが、12月上旬より新校舎の使用を予定しております。添付いたしま

したのは、これは新校舎の写真でございます。最近の写真を添付させていただいておりま

す。 

   その他、非構造部材のつり天井改修工事及びつり型照明器具の改修工事につきましては、

体育館２棟及び武道場のつり天井の改修工事を進めてきましたが、そのうち関宿小学校体

育館が８月31日までに、第一中学校格技場が９月30日までに完成し、みずき小学校体育館

のつり天井改修工事、東部小学校体育館ほか９棟のつり型照明器具の改修工事を２月末の

完成を目指して進めています。 

   なお、今議会でございますが、耐震改修工事と非構造部材の改修工事の財源である学校

施設環境改善交付金について、耐震改修事業の交付決定額が当初要求より上回ったこと及

び非構造部材の改修工事で追加の交付決定があったことから、今議会に増額の補正予算を

計上させていただくことの予定でございます。 

   以上でございます。 

◎東條教育長 

   次に、社会体育課からお願いします。 

   社会体育課長。 

◎横島社会体育課長 

   社会体育課から２点ご報告させていただきます。 

   初めに、11月22日に開催されました第29回野田市市民駅伝競走大会の結果につきまして

ご報告いたします。 

   お手元の資料、追加報告の３ページに部門別の入賞者一覧表がございます。ご覧になっ

てください。 

   会場は、野田市総合公園陸上競技場と総合公園内の周回コースで行われ、昨年と比較し、

参加チームは18チーム増の159チーム、参加者は90人増の795人の参加があり、５人１組で

たすきをつなぎ、タイムを争いました。部門別では、小学校男子の部を初め７部門を実施

いたしました。なお、大会中は事故や大きな故障者もなく、無事終了することができまし

た。 

   次に、総合公園陸上競技場の改修工事について申し上げます。 

   お手元の資料の８ページをご覧ください。 

   総合公園陸上競技場改修工事については、日本陸上競技連盟第３種公認更新に伴う改修

工事の第２期工事として、平成27年度はトラック及びフィールド内の走り幅跳び助走路等

のウレタン改修、レーンライン、マーキングなどの改修を予定しております。工事期間中
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の安全上の配慮から、平成27年12月29日から平成28年２月29日までの期間は休場とさせて

いただきます。 

   以上でございます。 

◎東條教育長 

   続いて、青少年課からお願いします。 

   青少年課長。 

◎上原青少年課長 

   それでは、青少年課から２点ご報告させていただきます。 

   初めに、野田市少年野球教室の開催についてでございます。 

   報告事項の９ページをご覧いただきたいと思います。 

   今年度13回目を迎えます少年野球教室でございますが、参考にお手元に募集チラシを配

付させていただきました。毎年、野田市少年野球連盟にご協力いただきまして、市内の少

年野球の指導者の皆さん、少年野球チームの子どもたち、中学校野球部所属の野球部員、

個人参加としては、どこにも属していない児童・生徒を対象に、法政大学野球部の監督を

初め、野球部員の皆さんのご協力をいただきまして、熱心な指導による少年野球教室を開

催しております。昨年の参加者数は、児童・生徒、指導者合わせまして288名の参加でご

ざいました。 

   今年度につきましては、お手元の資料のとおり11月29日日曜日に野田市総合公園野球場

において開催いたします。お時間がございましたら、ぜひ子どもたちの熱心な指導の姿を

ご覧いただけたらと思います。 

   次に、オープンサタデークラブのバドミントンを通して子どもたちが国際交流というこ

とで、ご報告並びにご説明をさせていただきたいと思います。 

   次のほう、10ページをごらんいただきたいと思います。 

   2020年東京オリンピック・パラリンピック開催に向けまして、外務省は日本政府のスポ

ーツを通じた国際貢献プログラムの一貫として、11月29日から12月８日までモルディブ共

和国バドミントン協会の女子ジュニア選手２名及びコーチ１名を日本に招聘いたします。

一行は、滞在期間中、西武台千葉高等学校での強化トレーニングや学生との交流及びオー

プンサタデークラブバドミントンへの参加、ホームステイなど、友好関係にありますＮＰ

Ｏ法人アルファバドミントンネットワークと公益財団日本バドミントン協会とが協力して

活動支援等を行うことから、野田市を活動拠点に行われるものでございます。 

   なお、外務省事業につきましては、10日間の限定事業のため、12月９日から帰国する14

日までの期間は、ＮＰＯアルファ選手育成支援事業として引き続き国内でトレーニングを

実施するものでございます。 

   このＮＰＯアルファの常任理事で事務局を務められております高瀬氏につきましては、

現在オープンサタデークラブの川間小学校体育館で開催のバドミントン指導者としてご協

力をいただいております。国際貢献策プログラム及びスポーツ外交推進事業の概要並びに

ＮＰＯアルファバドミントンネットワークの概要、ＮＰＯアルファとモルディブ共和国バ

ドミントン協会との友好関係の詳細につきましては、10ページ中段から11ページにかけま

して資料をご覧いただきたいと思います。 

   なお、11ページにあります主なスケジュールのうち、野田市では11月30日に野田市への

表敬訪問及び12月５日開催の川間小学校体育館でオープンサタデークラブバドミントンの

子どもたちと交流が行われることになっております。来日するジュニア選手につきまして

は、ちょっと印刷が悪くて申しわけないですが、12ページにございますが、16歳双子の女
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子ジュニア選手と伺っております。 

   報告は以上でございます。 

◎東條教育長 

   次に、学校教育課からお願いします。 

   学校教育課長。 

◎長妻学校教育課長 

   それでは、第１回野田市通学区域審議会についてご報告をさせていただきます。 

   平成27年11月12日に市役所４階低層棟職員控室におきまして、今年度１回目の通学区域

審議会を開催させていただきました。参加人数ですが、欠席者が３名おりまして、14名の

委員さんにご出席をいただきました。また、傍聴者の方が１名おりました。 

   議事についてですが、藤井会長さんに議長をお務めいただき、進行させていただきまし

た。 

   内容としましては、16ページのところに資料ございますが、４点、北部小学校及びみず

き小学校の児童数の推移について、２点目としまして、学区外就学の状況について、３点

目としまして、小規模特認校、福田第二小学校のことになるんですが、状況について、４

点目としまして、福田地区４校の放射線量の状況について報告及び説明をさせていただき

ました。 

   委員さんのほうから２点ほどご意見、ご質問がありまして、まず１点目が、川間小学校

の児童数も減ってきているんですが、教育委員会としても検討してほしいというご意見、

それともう一点が、天候により放射線量の数値が変わると聞いているが、大丈夫なのかと

いうご質問をいただきました。 

   回答としましては、川間小についても教育委員会とまた協議をして進めてまいりますと

いう回答、それと放射線量につきましては、天候により数値が異なることはありますが、

雨が降った後でも基準値を超えることはないので大丈夫ですというような回答をさせてい

ただきました。 

   以上でございます。 

◎東條教育長 

   次に、指導課からお願いします。 

   指導課長。 

◎桑原指導課長 

   指導課所管の事業につきまして、２点ご報告させていただきますが、資料17、18ページ

になります。17ページにありますとおり、第２回いじめ実態調査については、11月13日で

とりまとめが終わりました。前年度同時期と比べて認知件数は、小学校は442件で143件の

増加、中学校では39件で11件増加となっております。 

   第１回調査後の聞き取り調査では、各校の地道な努力によっていじめの解消が図られ、

小学校で24件、中学校で19件の合計43件が継続支援中あるいは解消に向けて取り組み中と

なっておりましたことを考えますと、新たないじめの発生や、一旦解消を見たものの再発

あるいは実際には解消に至っていなかったケースなど、さまざまあると考えられます。 

   今後、第１回と同様、聞き取り調査、追跡調査を行い、いじめの状況や継続している事

案、命や身体にかかわる重篤な事案があるかについて、詳細な内容を確認してまいります。 

   いずれにしましても、いじめは絶対に許さないという認識と、どの学校にもどの子にも

起こり得るという危機意識を常に持ち、継続的に調査、指導を進めるとともに、担任１人

で抱えることなく、学校全体の組織体制で指導に当たるとともに、状況によってはスクー
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ルカウンセラーや、いわゆる教育相談、特別支援コーディネーターへの相談及び児童家庭

課や警察など関係機関と連携をとるなどして、早期解消に努めてまいります。 

   次に、第44回自転車の正しい乗り方コンテストについて報告いたします。 

   11月11日水曜日、中央小において市内７校が参加して実施いたしました。結果は、資料

に掲載しておるとおりでございますが、１位の尾崎小は今年度の県大会で準優勝し、来年

度のシード権を獲得しておりますことから、２位中央小、３位七光台小が千葉県大会への

出場が決定いたしました。 

   その他、資料はございませんが、音楽関係の報告をさせていただきます。 

   11月22日に大阪城ホールで行われた全日本マーチングコンテストに南部中学校が出場し、

２年連続金賞を受賞いたしました。 

   以上でございます。 

◎東條教育長 

   他に報告事項がありましたらお願いいたします。 

◎杉山教育総務課長 

   ございません。 

◎東條教育長 

   それでは、ただいま報告のありました報告事項につきまして、ご質問等ありましたらお

願いを申し上げます。 

   いかがでしょうか。たくさんありましたけれども。 

   高橋委員。 

◎高橋委員 

   いじめについて質問させていただきます。 

   小学校の集計用紙の中で、いじめの態様の中で、オ、金品をたかられるという14件の事

例がありました。小学生ですから、内容的なことについてわかれば教えていただけますで

しょうか。あわせまして、金品をたかられるということで、重大な事例というのはあるの

かないのか、その辺も含めてお願いいたします。 

   以上です。 

◎東條教育長 

   指導課長。 

◎桑原指導課長 

   今度、追跡調査を行ってまいりますので、詳細、全てが把握できているわけではござい

ませんが、現在、電話ではございますけれども、聞き取りをさせていただいております中

で申し上げますと、例えばカードゲームのカードをとられたと、あるいはなくなったとい

ったようなもの、あるいは文房具を勝手に使われたと、そういったような内容が今のとこ

ろわかっております。 

   詳細、14件全部まだ確認はできておりませんので、今のところそこまでわかっています。 

   以上でございます。 

   すみません、重篤のことでございますけれども、特に報告は上がっておりません。 

◎高橋委員 

   ありがとうございました。 

◎東條教育長 

   よろしいでしょうか。 
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◎高橋委員 

   もう一点、すみません。 

   見たり聞いたりしたという、ナンバー５ですが、いじめの態様、この見たり聞いたりし

たということの回答がこのような形になるんですが、この見たり聞いたりした後、子ども

たちはどうしているのか、その辺のことについての把握はなされているんでしょうか。 

   要は、いじめを見た、それで知らん顔、それではいじめはなくならないだろうというふ

うに思うんですね。ということを考えると、見たり聞いたりした後、どう行動したのか、

これもやはり大事な要素じゃないかなというふうに思うわけです。それでこういう質問を

させていただいているんですが、わかれば教えていただけますでしょうか。 

   以上です。 

◎東條教育長 

   指導課長。 

◎桑原指導課長 

   これにつきましても、これからの聞き取り調査になりますので、その中で確実な形での

聞き取りをしていきたいと思っておりますが、現時点では、この数値のみの報告しか学校

から上がっておりませんので、詳細はわかっておりません。申し訳ありません。 

   以上でございます。 

◎東條教育長 

   学校教育部長。 

◎長谷川学校教育部長 

   今、委員からご指摘いただきましたが、やはり見たときに、それを先生方あるいは友達

誰かに相談していくといった、そういった態度の育成については、今後検討させていただ

きたいというふうに考えております。 

   以上です。 

◎高橋委員 

   ありがとうございました。 

◎東條教育長 

   他にいかがでしょうか。 

   永瀬委員。 

◎永瀬委員 

   11月22日に行われた市民駅伝競技大会の結果なんですけれど、私も応援に行かせていた

だいて、教育長のスタートの中、始まった大会で、身の引き締まる思いで見ていたんです

けれども、特に中央小学校が男女ともに断トツで１位で、もう５人で走っているのに周回

遅れになっちゃう学校があるぐらい速かったんですけれども、小学校の部活動というのは、

大体時間が決められていて、多分、練習量もそれほど差はないと思うんですが、話に聞く

ところによると、４年か５年連続優勝という話なんですけれども、これだけ差が出る理由

というものは、何か指導方法とか、部活外での活動とか、何かあるんでしょうか、教えて

ください。 

◎東條教育長 

   学校教育課長。 

◎長妻学校教育課長 

   私が答えていいのかわからないんですが、中央小はここのところ本当に４連覇というこ

とで、本当に男女とも強いというのは、本当に総合力だと思うんですね。見てのとおり、
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川間小学校と岩木小学校と中央小は男女ともに入賞ということで、この３校については、

男女ともしっかり先生が指導されているという状況のあらわれではないかなというふうに

思っています。どちらかというと、割と人数がうまく集まったときには、そのような結果

になるんですが、男女とも勝つというのは、それなりにきちんと指導法を持ってやってい

ると。 

   あと、駅伝の場合については、非常に気持ちで一生懸命頑張るというところが大きなポ

イントになっておりますので、かなり心の成長も含めまして、そういった指導が行き届い

ているのではないかなというふうに思っています。 

   客観的に見ると、中央小は勝ち方を知っているなという、そういう指導法をしっかりさ

れているんじゃないかなというのも、あわせて感じています。 

   すみません、感想になって申しわけございません。以上です。 

◎東條教育長 

   よろしいですか。 

   他にいかがでしょうか。 

◎全委員 

   特にありません。 

◎東條教育長 

   はい、わかりました。 

   無いようでございますので、以上で教育長の報告事項を終了いたします。 

   ありがとうございました。 

   それでは、冒頭で確認をいたしましたとおり、続いて議案第２号に入りますので、非公

開での会議になりますことから、関係職員以外の職員の皆さんについては、退席をお願い

いたします。 

   暫時休憩いたします。 
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